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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年10月4日(2012.10.4)

【公開番号】特開2010-189527(P2010-189527A)
【公開日】平成22年9月2日(2010.9.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-035
【出願番号】特願2009-34684(P2009-34684)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  47/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  47/10    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｂ  67/50    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 487/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月8日(2012.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ε型の結晶型を有し、下記一般式（１）中のα位に優先的にハロゲンが置換したフタロ
シアニン顔料であって、α位に優先的にハロゲンが置換したフタロシアニンが、α位のハ
ロゲン置換基数をｍ、β位のハロゲン置換基数をｎとしたときに、４＞＝ｍ＋ｎ＞＝０．
０５、１＞＝ｍ／（ｍ＋ｎ）＞＝０．５および０．３＞＝ｎ＞＝０であるフタロシアニン
であるフタロシアニン顔料。

　（式中、Ｍは２Ｈまたは２価金属であり、ハロゲンはＦ、Ｃｌ，Ｂｒ，Ｉのうちいずれ
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かもしくは複数である。）
【請求項２】
　２価金属が、Ｍｎ、Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，ＺｎまたはＰｔである請求項１記載のフ
タロシアニン顔料。
【請求項３】
　Ｍが、Ｃｕである請求項１または２記載のフタロシアニン顔料。
【請求項４】
請求項１～３記載のフタロシアニン顔料を用いることを特徴とした着色組成物。
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